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明
日
へ
続
く
〝
私
た
ち
の
新
し
い
バ
ス
〟へ

地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
を
策
定
。
持
続
可
能
な
新
し
い
公
共
交
通
体
系
を
確
立
す
る
た
め
の
３
年
間
の
実
証
（
試
験
）
運
行
が
ス
タ
ー
ト
。

路
線
バ
ス
な
ど
の
維
持
に

年
間
三
千
万
円
以
上
を
負
担

路
線
バ
ス
の
廃
止
や
縮
小
、
ま
た
交

通
事
業
者
の
撤
退
な
ど
、
地
域
の
公
共

交
通
の
あ
り
方
が
、
近
年
、
全
国
的
に

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
決
し
て
鞍
手
町
で
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
便
数
が
少
な
い
、

乗
り
継
ぎ
が
不
便
、
利
用
者
が
少
な
い
、

町
の
財
政
負
担
が
増
え
続
け
て
い
る
、

な
ど
バ
ス
路
線
を
始
め
と
す
る
町
の
公

共
交
通
は
、
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
特
に
西
鉄
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
へ
の
赤
字
補
て
ん
金
や
福
祉
バ
ス

の
維
持
費
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成

22
年
度
で
は
年
間
約
三
千
一
百
万
円
を

町
が
負
担
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
住
民
１

人
当
た
り
に
す
る
と
約
一
千
八
百
円
と

な
り
、
こ
の
額
は
年
々
増
え
続
け
て
い

ま
す
。

協
議
会
で
課
題
を
整
理
し

３
月
に
連
携
計
画
を
策
定

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
、
持
続
可

能
な
地
域
の
新
し
い
公
共
交
通
体
系
を

構
築
す
る
た
め
、
町
で
は
、
住
民
代
表

や
交
通
事
業
者
、
関
係
公
共
機
関
、
交

通
問
題
の
専
門
家
な
ど
14
人
の
委
員
で

組
織
す
る
鞍
手
町
地
域
公
共
交
通
活
性

化
協
議
会
を
設
置
。
高
齢
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
役
場
、中
央
公
民
館
、駅
、

病
院
、
金
融
機
関
な
ど
の
利
用
者
実
態

調
査
、
交
通
事
業
者
へ
の
聞
き
取
り
調

査
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
調
査
結
果
を
基
に
、
５

回
の
協
議
を
重
ね
、
課
題
を
整
理
し
、

目
標
と
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体

的
な
改
善
策
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
改
善
策
に
対
し
今
年
２
月
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
住
民
意
見
）
を

募
集
し
、
協
議
会
で
最
終
的
な
調
整
、

取
り
ま
と
め
を
行
い
、
３
月
に
「
鞍
手

町
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

７
つ
の
課
題
と
５
つ
の
変
更
点

３
年
間
の
実
証
（
試
験
）
運
行

こ
の
計
画
の
中
で
は
、
町
の
公
共
交

通
の
弱
点
と
も
言
え
る
７
つ
の
課
題
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
目
標
と
具

体
的
な
改
善
策
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま

す
（
３
ペ
ー
ジ
か
ら
５
ペ
ー
ジ
で
紹
介
）。

〝
ま
ち
〟
の
玄
関
口
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
鞍
手

駅
に
１
日
７
往
復
し
か
バ
ス
の
便
が
な

い
、
公
共
機
関
や
施
設
が
集
中
し
て
い

る
町
の
中
心
市
街
地
へ
の
乗
り
継
ぎ
が

不
便
で
あ
る
、
古
門
や
長
谷
な
ど
公
共

の
交
通
手
段
が
な
い
地
域
が
あ
る
、
な

ど
で
す
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
こ
れ
ら
の

課
題
す
べ
て
を
一
度
に
解
決
す
る
こ
と

が
難
し
い
の
も
事
実
で
す
。
町
で
は
、

今
後
３
年
間
の
実
証
（
試
験
）
運
行
を

行
い
、
利
用
状
況
や
収
支
の
バ
ラ
ン
ス

な
ど
に
つ
い
て
、
年
度
ご
と
に
事
業
評

価
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
結
果
に
よ
り
、

改
善
が
必
要
な
場
合
は
、
便
数
や
運
行

ル
ー
ト
、
料
金
体
系
の
見
直
し
を
行
い

な
が
ら
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系

の
構
築
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

。

① 

〝
ま
ち
〟
の
玄
関
口
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
鞍
手
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化

② 

ど
こ
か
ら
で
も
町
の
中
心
部
へ
行
け
る
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築

③ 

古
門
や
長
谷
な
ど
交
通
空
白
地
帯
の
移
動
手
段
の
確
保

④ 

住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
運
行
体
系
の
確
立

⑤ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
迂う

回
ル
ー
ト
（
新
延
・
泉
水
回
り
）
と
福
祉
バ
ス

の
休
廃
止
を
含
め
た
運
行
形
態
の
見
直
し

⑥ 

割
引
券
の
発
行
な
ど
利
用
促
進
の
た
め
の
ソ
フ
ト
事
業
の
推
進

⑦ 

財
政
負
担
を
抑
制
す
る
た
め
の
公
共
交
通
体
系
の
効
率
化

バ
ス
を
中
心
と
す
る
町
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
一
つ
の
答
え
が
出
ま
し
た
。

こ
れ
は
昨
年
２
月
か
ら
、
住
民
代
表
や
交
通
事
業
者
、
関
係
公
共
機
関
、
交
通

問
題
の
専
門
家
な
ど
で
組
織
す
る
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で
協
議
を
進

め
て
い
た
も
の
で
、
今
年
３
月
に
「
鞍
手
町
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」

と
し
て
決
定
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
〝
ま
ち
な
か
線
〟
の
新
設
や
予
約
型
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
導
入
な
ど
、
10
月
か
ら
３
年
間
の
実
証
（
試
験
）
運
行
が
始
ま
り

ま
す
。

改
善
の
ポ
イ
ン
ト    　

鞍
手
町
の
公
共
交
通
７
つ
の
課
題

● 問い合わせ　詳しいことは、役場企画財政課地域振興班（42-2111 内線 343）までお尋ねください
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木月口 

上木月 
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新延橋 
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島 
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七ヶ谷
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永谷天満宮 

新北 

八尋 

筑前川端 

神田入口 

室木 

長山 

筑前中畑 

筑前上畑 

徳城 
田渕 

本城 

隠谷 
宮田病院前 

河童村入口 

永瀬 

鞍手駅 

中山南区 

 

京の上 

中山口 

五反田 

石山谷 

中屋敷 

不動院 

中山 

立林 

神崎 

 鞍手町立病院 

中山南区 
鞍手車庫 

鞍手役場 

中山西区 

猪倉 

弥生 

松隈 

浪内 

田頭 

田町 

サングリーン鞍手  

くらじの郷 

泉水 

永瀬 

新北 

宮田バス停 

唐ヶ崎 
鞍手局 

  

西鉄バスの路線 

コミュニティバス“みやわか線” 

コミュニティバス“まちなか線” 

西鉄バス停の位置 

乗合タクシーの路線 

乗合タクシーの乗降場所 

唐ヶ崎 コミュニティバス停の名称 

中山口 西鉄バス停の名称 

コミュニティバス停の位置 

長谷中 乗合タクシー乗降場所の名称 

交通結節点（乗継割引券交付箇所） 鞍手車庫 

凡  例  （地図の見方）

10月から
ここが変わる

町のバス

5
福祉バス“くらじ
号”とコミュニティ
バスの迂回ルート
を廃止。

4
“まちなか線”区間
へのバス乗り継ぎ
が１００円になる
割引運賃を適用。

3
古門や長谷、泉水
地域の交通空白地
帯に予約型の乗合
タクシーを導入。

2
西鉄バス西川線が
“くらじの郷”経由
に。バス同士の乗
り継ぎを改善。

1
コミュニティバス
に“まちなか線 ”
を新設。平日１日
15往復を増便。

新しいバスの運行ルートや便数、運
賃、乗り継ぎ案内、乗合タクシー
の予約方法などは各世帯に配布する
「ご利用ガイド」でお知らせします。
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10
月
か
ら
、
町
の
バ
ス
は　
　
　
　

変
わ
り
ま
す
。

く
ら
じ
の
郷
～
鞍
手
駅
間
を
１
日
15
往
復
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
〝
ま
ち
な
か
線
〟
を
新
設
。
交
通
不
便
地
域
に
は
予
約
型
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
３
路
線
を
導
入
。

新
し
い
町
の
バ
ス
体
系
は
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
何
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
増
え
る
便
数
や
路
線
、
変
更
や
廃
止
す
る
路
線
、
新
し
く
導
入
さ
れ
る
仕

組
み
な
ど
、５
つ
の
項
目
に
分
け
て
ご
紹
介
し
ま
す
（
連
携
計
画
に
基
づ
く
今
回
の
変
更
は
、

８
月
に
開
催
さ
れ
る
地
域
公
共
交
通
会
議
で
の
協
議
を
経
て
正
式
に
決
定
さ
れ
ま
す
）。

西
鉄
バ
ス
西
川
線
は
、
直

方
バ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら
赤
間

営
業
所
ま
で
を
１
日
24
便
12

往
復
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
県
道
直
方
・
宗
像
線
を
運

行
す
る
ル
ー
ト
（
新
北
～
島

間
）
を
県
道
宮
田
・
遠
賀
線

を
通
る
ル
ー
ト
に
変
更
し
、

く
ら
じ
の
郷
へ
乗
り
入
れ
る

よ
う
に
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

鞍
手
車
庫
バ
ス
停
に
つ
い
て

も
、
バ
ス
同
士
の
乗
り
継
ぎ

を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
停
留

所
を
移
動
し
、
鞍
手
車
庫
停

留
所
に
統
一
し
ま
す
。

●
運
行
経
路
の
変
更 
（
図
②
）

こ
れ
ま
で
の
ル
ー
ト
は
、

県
道
直
方
・
宗
像
線
の
バ
ス

停
中
、
新
北
→
西
川
診
療
所

→
島
を
通
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
新
北
か
ら
県
道
宮
田
・

遠
賀
線
を
通
る
ル
ー
ト
に
変

更
し
、
現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
〝
み
や
わ
か
線
〟
と
同

じ
停
留
所
（
永
瀬
→
く
ら
じ

の
郷
）
に
停
車
す
る
よ
う
に

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
西

鉄
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
、乗
合
タ
ク
シ
ー
（
長
谷
線
、

泉
水
線
）
と
の
ス
ム
ー
ズ
な
乗

り
継
ぎ
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

西
鉄
バ
ス
西
川
線
が
〝
く
ら
じ
の
郷
〟
経
由
に
。
バ
ス
同
士
の
乗
り
継
ぎ
を
改
善
。

鞍
手
駅
か
ら
町
内
の
主
要

施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
を

主
な
目
的
と
し
て
、
今
ま
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
新

た
な
系
統
〝
ま
ち
な
か
線
〟

を
新
設
し
ま
す
。 

●
運
行
経
路 

（
図
①
）

ま
ち
な
か
線
は
、
鞍
手
駅

や
中
央
公
民
館
、
鞍
手
町
立

病
院
、
鞍
手
郵
便
局
、
鞍
手

町
役
場
、
く
ら
じ
の
郷
な
ど

町
の
主
要
施
設
の
集
ま
っ
て

い
る
地
域
を
通
る
経
路
と
し

ま
す
。 

●
運
行
回
数 

く
ら
じ
の
郷
を
起
点
、
鞍

手
駅
を
終
点
と
し
、
平
日
で

１
日
15
往
復
30
便
を
運
行
。

現
在
の
〝
み
や
わ
か
線
〟
と

合
わ
せ
れ
ば
、
こ
の
区
間
を

１
日
22
往
復
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
通
勤
・
通
学
時
間

帯
に
は
、
鞍
手
駅
を
概
ね
30

分
間
隔
で
運
行
し
ま
す
。

●
運
賃 

運
賃
は
、
現
在
と
同
じ
、

利
用
し
た
距
離
に
応
じ
て
支

払
う
距
離
別
の
運
賃
に
な
り

ま
す
。 

た
だ
し
、
西
鉄
バ
ス

や
乗
合
タ
ク
シ
ー
か
ら
乗
り

継
い
だ
場
合
に
は
、
割
引
運

賃
を
適
用
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
〝
ま
ち
な
か
線
〟
を
新
設
。
平
日
１
日
15
往
復
を
増
便
。

こ
こ

が

宮田
バス停

くらじ
の郷

鞍手
車庫

鞍手町立
病院

鞍手駅

まちなか線（新規）

みやわか線（既存）

図①　コミュニティバスの運行経路

※
迂
回
ル
ー
ト（
新
延
・
泉
水
回
り
）は
廃
止

図②　西鉄バスの運行経路変更

ここが                             変わる2 ここが                             変わる1

島 くらじの郷
（新設）

永瀬
（移設）

西川
診療所 新北

現在の
ルート

新しい
ルート



５−2011.８

今
回
の
実
証
（
試
験
）
運

行
の
実
施
に
伴
い
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
迂
回
ル
ー
ト

（
新
延
・
神
崎
・
泉
水
回
り
）

と
く
ら
じ
の
郷
へ
の
送
迎
用

福
祉
バ
ス
〝
く
ら
じ
号
〟
は
、

廃
止
し
ま
す
。

●
迂
回
ル
ー
ト
の
廃
止

迂
回
ル
ー
ト
は
、
１
日
７

便
の
う
ち
、
午
前
午
後
の
各

１
便
を
新
延
、
神
崎
、
泉
水

方
面
に
運
行
す
る
こ
と
で
、

交
通
空
白
地
域
の
移
動
手
段

を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
帰
り
の
便
が
な

い
、
迂
回
に
時
間
が
か
か
る
、

な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
今
回
、
迂
回
ル
ー

ト
に
代
え
て
、
よ
り
効
率
的

で
利
用
し
や
す
い
乗
合
タ
ク

シ
ー
を
導
入
し
ま
す
。

●
福
祉
バ
ス
の
廃
止 

（
図
⑤
）

福
祉
バ
ス
は
、
現
在
１
日

延
べ
約
69
人
の
利
用
に
対
し
、

年
間
一
千
一
百
五
十
六
万
円

の
経
費
（
平
成
22
年
度
）
が

か
か
る
な
ど
町
の
財
政
の
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
利
用
者
の
減
少
や
車
両

の
老
朽
化
、
く
ら
じ
の
郷
に

限
定
し
た
無
料
バ
ス
で
あ
り
、

他
の
公
共
施
設
と
の
公
平
性

が
問
わ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
今
回
の
バ
ス
路
線
の

見
直
し
に
合
わ
せ
て
廃
止
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

福
祉
バ
ス
〝
く
ら
じ
号
〟
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
迂
回
ル
ー
ト
を
廃
止
。

乗
り
継
ぎ
割
引
は
、
バ
ス

利
用
者
の
乗
り
換
え
に
対
す

る
心
理
的
、
金
銭
的
な
負
担

を
軽
く
し
、
西
鉄
バ
ス
や
Ｊ

Ｒ
（
鉄
道
）
な
ど
他
の
公
共

交
通
機
関
の
利
用
者
増
加
を

図
る
た
め
に
実
施
す
る
も
の

で
す
。

●
割
引
区
間 

・
運
賃 

（
図
④
）

西
鉄
バ
ス
や
乗
合
タ
ク

シ
ー
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
〝
ま
ち
な
か
線
〟
の
運
行

区
間
（
く
ら
じ
の
郷
～
鞍
手

駅
）
へ
乗
り
継
い
だ
場
合
に

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
賃
を
１
０
０
円
に
し
ま
す
。

●
乗
継
割
引
券 

乗
り
継
ぎ
割
引
を
受
け
る

た
め
に
は
、
西
鉄
バ
ス
や
乗

合
タ
ク
シ
ー
の
車
内
で
発
行

す
る
「
乗
継
割
引
券
」
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

乗
継
割
引
券
は
、
西
鉄
バ

ス
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
、
鞍
手
町
立
病
院
や
鞍
手

車
庫
、
く
ら
じ
の
郷
で
乗
り

継
ぐ
場
合
に
希
望
者
に
配
布

し
ま
す
。

乗
継
割
引
券
は
、
ミ
シ
ン

目
の
入
っ
た
往
復
券
に
な
っ

て
い
て
、
利
用
し
た
そ
の
日

の
み
有
効
で
す
。

〝
ま
ち
な
か
線
〟
区
間
へ
の
バ
ス
乗
り
継
ぎ
が
１
０
０
円
に
な
る
割
引
運
賃
を
適
用
。

西
鉄
バ
ス
な
ど
の
利
用
が

困
難
で
、
主
に
交
通
空
白
地

帯
と
な
っ
て
い
る
地
域
を
カ

バ
ー
す
る
た
め
予
約
型
の
乗

合
タ
ク
シ
ー
を
導
入
し
ま
す
。 

●
運
行
経
路 
（
図
③
）

今
回
の
計
画
で
は
、
古
門

線
、
長
谷
線
、
泉
水
線
が
優

先
的
に
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
導

入
す
る
路
線
と
し
て
選
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

●
運
行
回
数 

・
時
刻

運
行
回
数
は
、
平
日
４
往

復
（
８
便
）、
土
、
日
、
祝
日

は
２
往
復
（
４
便
）
で
す
。

ま
た
、
運
行
時
刻
は
、
利
用

実
態
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

午
前
中
に
３
往
復
、
午
後
に

１
往
復
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

●
利
用
方
法

利
用
で
き
る
人
は
鞍
手
町

に
在
住
す
る
人
に
限
り
ま
す

（
利
用
登
録
カ
ー
ド
を
発
行
）。

利
用
に
は
電
話
に
よ
る
事
前

予
約
が
必
要
で
す
。
予
約
が

な
い
便
や
予
約
の
な
い
区
間

は
運
行
し
ま
せ
ん
。 

●
運
賃

運
賃
は
、
西
鉄
バ
ス
の
運

賃
に
準
じ
、
利
用
し
た
距
離

に
応
じ
て
支
払
う
距
離
別
の

運
賃
に
な
り
ま
す
。

古
門
や
長
谷
、泉
水
な
ど
の
交
通
空
白
地
帯
に
予
約
型
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
導
入
。

ここが                             変わる5 ここが                             変わる4 ここが                             変わる3

図③　乗合タクシーの運行経路
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図④　乗継割引区間・運賃

古門線

泉水線

長谷線
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西川線
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図⑤　福祉バスの利用状況と経費

1,086 万円

1,065万円

1,123 万円

1,095 万円

1,156 万円

１日当たりの平均利用者数（延べ）

年
間
運
行
経
費
の
推
移
（
年
度
） H18

７
70
人

H19

７
71
人

H20

７
69
人

H21

７
72
人

H22

７
69
人


